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開
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。
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〉
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と
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っ
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叫
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司
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叫
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。
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、
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仁
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光
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叫
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問
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叩
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茂
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潟
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岩
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仁

瓦
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熱
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仁
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建
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梨
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仏
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仲
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翠
聞
に

い
は
住
所
a
氏
名
市
綴
お
・
従
話
番
号
を
明

V
枠
品
幾
犠

ω翰
装
臨
時
的
紙
中
鵠
記
し
て
下
ち
い
陶

以
内
出
四
時
間
些
君
臨
悌
仙
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潟
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叫
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て
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。
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は
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又
は
土
地
の
銭
校
一
明
刈

職

場

一

髄

三

襲

滋
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蒸
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縫
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滋
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台
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電器関紙は、学総とし司言語襲で喜善事蓄し

て下さい。

砂主華滋草韓関 91'引 Btiら10侍れ
白霊安で、箆送の話題をきは、 10，ヨ利回
選までの越正喜害事空車

I>aて先 9"1∞楽祭童話千代密i8
千代a守幸露1号 室室内庁、至宝筒1と
「隊滋駁Jと童書霊童書唱えて下さい。

紗韓革命せ 望室内r:t式部殴あてに童話

{艶露呈主伎所、氏名を著書号室、返還

て、 9

1>8害警 9月158(軽量老の日〉午
前9&寺
勢欄所 李総定宝公園コート

参静香事1自粛綴 担fí~習を俗、夜望書0)45

額以jニの銘文

1>1詫命活法ダブルス〈潔言語)1 
人でも串しiみめZ重写。

b申込 91'事108ぎではハガキで
申し込ん1':下さい

喜望総53年度第守霊童の「古文襲撃毒事 1>$，弘兜 小椋久縫(祭滋 44患の

腕際経J 巷揮者験レ主主亨。 308盟82一銭40)
関座主主老若事事緩い疋し衣替ので、 γ一一一一一一一てー

なひど務1JO下さい。

1>8事事 Q月168i!1510月28B!聖
での鐙議室三爆をヨ、午後今草寺3Q分i!1

o4G壱震で

惨事警獄 中央公渓鐙

惨主主災 総名〈望号機総書華料〉

修申滋 91'引日から書室主喜でF自lt'

義理おん室へ

少申忠先借 (84)7661 
〈穏健縄出ん皇室〉

くr勤労者薬絡農」作綴〉
..重量潟 1 OF.l 3 Bi!1をうのω訟で
b金量諸 事翼11美術重富
炉聖書銭 湯霊室くおき普以下〉 ‘重審議事

〈綴目3) ・写際〈ヰツ切。

..申込書童精 終的の翠幾税収飽く

寄

炉テーマ E費量韓関H綴及び主要毒事尊重量

i之島毒するもの

ー除去毘格 的ツ草書〈カラー 閉幕堅い

ずれを¥QJ)

惨E器害事責き主主 切符208按でに聖護樹

立3者総部議重量級綴器製へ〈干葉義務F哲

宅建吉れ -1 盤以72-23-2752)
I>~軍事事上0).注燈 (j)守人得点でも

上I:l&lで絞殺す。ぬ宝章書道の華霊喜君!こ、

r損襲撃ちま正湾BJ r費型車居場再持J r{主

税・氏名」在母遺書記したfせせれJ耳をつ

けて下さい。

砂草遺書重 機械1JOI.重量液ー印刷・
健機・祭典毒事

1>受f寸 10王寺11日から20己主主で、
愛護実務綴l誌、然主主義喜検定協会で撃を

{甘さ世す。~料・終授の主主草案81平銭

的後、控室会1.15E担鋳者iこ定違犯しま

すe

惨鎚宣言対 照磁工費空襲雪量ß~喜祭器|綴

E理常0472(23) 2752 .祭主主総機慾

告書愈町0472対地)1201ヘヨ望書事い合
ゼ下さい。

@芙折0)霊塵書室主主務機

験室霊祭鰯鰭 91'華2'lB刀ら101'望号g
8 午書き9ff脅から午後斗善寺30分
街道再建護8除草霊
..出関係書誌 包率重語、疑問審宝妻、

合総終結、速1M懇F号毒事。主挙協

木監語、総額E正二、{佐!9然二毒事。 25
作家邸余点

(機事担湾r:t)

骨量産事事霊重量軍⑧

滋挙管E室事霊長議会ぜl弘吉野総9見

守811毒殺で殺孫子1!i1と校所ガ怒り

型車お奇襲以Jニの日4<"議長廷で、我孫子

市!と主主渓登録をしだ臼〈告!!G日間開
紛がら転レ入されだ泡は転入言語をし

たB)ガ651告書務き3ケ開以上主主
掠:ffちの在El3s基本務後!と記録され

議善重譲宅善人主主持軍駐静本の綴霊事関係・望書

91'ヨ1080)窓際数総iこ皇毒して本
護軍〈重量産調ちれた万0)注所.E主要5・
合住ま手絡主主ご是認絞りZまある場合〉が

ある場合!立、伐の絞聖書真喜襲撃中C限

り緩顕著吉本人11文選で、祭主義のゆ
し長謀者を宅ずることガで校法守。

砂綴霊章義迫罪事 91'司118(月〉から
15日 〈金〉 さまで
参与緩箆期総午葬lj8持30分から午
後fう華寺童女て?

B快眠葉重審議重罪寺 市役所選挙霊童建議襲撃議

会内 〈違量挙管翠差益喜重要量〉

〈中央公民鑓題懇蜘ら〉

<1'決公E皇室室密議室藍は、 F雪量謹8・

5詰問来臼・祝祭Eヨ・Jj'末年数唱をの

ぞいて窃旬、 2巨O)J電信告し在してい
ます。喜害総|革、 IE午かをう午後4跨

初分撲でで守。

主連吐jffll鮫{革守護震基要10冊、 幸運とち翼詩
韓議1，主2>霊鰭です。

〈中央公民童霊羽童書室)

i台飽災謬!と備えて i
今年もi台!iilシーズシガ近づいて

(4) 
ぢ護急災害警!こ備える!と;革、ふ主ざん 法害事1;::よってか尽く燦立されてい

ガらめ遂事毒1.1A9J'Cす。密室空襲華で き費"T.

i基次のことはど注態下さいe 安i込して、廷しく申告告して〈芝

〈晶、主ざんの級事事え〉 事るようご言語T.Jをお駿いし主要?f。

@家のさ賓わりの潟や下活(O)iniれを 〈合言喜善運〉

よ〈するとともは、強強iこ韓事えて ー一一 一ι 一一判

長霊祭、警量領、若爵後十分織強レてあ

くe

@惇霊童1ご誇蓄えて、慢中堅霊灯、 o 争g符 91'寺108く8)午語TI9善寺
ソク、封建惨ラジオ者調講寄書しておくa 令書轟言語級車暗 市役員時

@万一!こ僑え、主主義葉、霊童箆話器、楽 桜IE午よごろ解毒まのさ持jEです。

手話童話、主主愈事襲紛唱をまとめておく。

〈台車車1:J近づいだら〉

@テレビ、ラヲオで五日係予報をよ

く綴<.

@級殺しそう校総や怒戸i話事]て?と

めるか援をおてる写して緊elに箱

ま)~主じじ衝撃さんから定書記主主1&公民

意室内感動図豊富護憲!こ鰐符E十の警護綴ガ

遂をしてお〈。

おり苦し);!，

。扇空襲重量紛還さんかそう望書，t地区公

民館lと尚李総〈穴〉の轡怒1.1aり〈重襲撃華察本意思〉

く腕鰍欄!こご勧後)
苦笑レ1::.0

吸いがらそ捨てない

きれいな街
5:aiこH主主建怨される f住宅続
晋f譲渡J 1.110月刊弱、3;:"書いっそま
いに行れます。

この調室{嘉吉雲監監の約5007ぎの安

当主.t壁持者査対殺としだ「主主寄きの言霊

鎚習室霊J とこいわれるもの℃、みお

されJ究jO)(i理きやt!l憾の縫竣是正どにご

ついて翻震が行れきます。その絡禁

法、これガらの主主宅互交築後滋める

うえでの議事主演料となむを表す。

9fヨ24811ら30日"'，さの繁之、
言護軍霊長識が、 ;511空襲棄をあ障し、

要議在震とって、入をお警護いしさ堂守。

IEしくござ喜記入のうえ、 1訪問守臼刀

らア臼絞マiこ湾び議総量議tf言語緩い

きですの‘亡、お殺し下さい。""・ -_. 

臨した察側i晶、続言十ふをつくる i 割程機部、隠a鈴
定きめだけ緩いき苦"1。言語議選議申翁係 : 主主ばこを敏わ語いλへa>!lI<ばり
者ガ池!ご齢ほりすることは、 時竪悲しWつ駐日ザツトで私

13∞-15:00 

13気ト15・∞

13怨-15:∞

重奪還をかけること

により、 F告の重義務等tJ
わかります。

主1281:ま守護霊磁の業務、8慾・
休日!こ{品、臼展望・体8~当醤医
ガわかります。(24防総E芸能〉
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